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石
原
莞
爾
の
航
西
（
そ
の
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
軍
人
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
体
験
1

伊

藤

　晶

啓

小
説
－
矢
来
の
交
番

　
こ
の
稿
、
し
ば
ら
く
休
ん
で
み
る
問
に
も
、
石
原
莞
爾
に
関
す
る
研
究
は
、
い

く
つ
か
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
マ
ー
ク
・
ピ
ー

テ
ィ
の
『
「
日
米
対
決
」
と
石
原
莞
爾
』
（
た
ま
い
ら
ぼ
刊
）
で
あ
ら
う
。
著
者
の

マ
ー
ク
・
ピ
ー
テ
ィ
（
ζ
9
爵
Φ
勺
Φ
讐
口
ρ
一
Φ
ω
O
一
）
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

大
学
の
日
本
史
の
教
授
で
あ
り
、
こ
の
研
究
は
、
ピ
ー
テ
ィ
の
博
士
学
位
論
文
で
、

二
十
年
ま
へ
の
一
九
七
四
年
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
た
び

日
本
語
に
翻
訳
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
原
題
は
誘
嚢
沁
山
映
》
ミ
自
ミ

二
値
ミ
、
恥
O
§
曹
ミ
ミ
蝋
§
§
ミ
ミ
鳴
き
無
と
な
っ
て
み
る
。
石
原
は
、
　
「
あ
た

か
も
流
星
の
よ
う
に
、
突
然
現
れ
」
、
「
輝
き
な
が
ら
日
本
政
治
の
大
空
を
飛
び
去

り
」
、
「
瞬
く
間
に
姿
を
消
し
た
」
が
、
ピ
ー
テ
ィ
に
と
っ
て
、
　
「
近
代
日
本
史
上

の
テ
ー
マ
の
な
か
で
も
、
石
原
莞
爾
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
…
…
心
引
か
れ
た
テ
ー
マ

は
な
か
っ
た
」
（
訳
書
、
七
頁
）
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ピ
！
テ
ィ
の
研
究
以
下
、
数
多
く
の
石
原
論
は
、
い
つ
れ
追
々
参
照
し
て
行
く

と
し
て
、
私
た
ち
は
、
ま
つ
、
石
原
大
尉
と
共
に
、
イ
ン
ド
洋
上
の
旅
を
つ
父
け

よ
う
。
大
正
十
二
年
二
月
二
十
四
日
、
船
は
コ
ロ
ン
ボ
の
港
を
出
帆
、
一
路
、
紅

海
に
向
ふ
。

航
海
中
、
乗
客
は
さ
ま
ぐ
の
こ
と
を
し
て
時
間
を
消
化
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
中
で
も
、
目
に
つ
く
の
は
、
西
洋
人
の
ダ
ン
ス
。
石
原
は
、
こ
の
ダ
ン

ス
を
、
口
を
極
め
て
罵
倒
し
、
自
分
は
、
大
抵
、
本
を
読
ん
で
過
し
た
。
例
へ
ば
、

山
川
智
応
『
日
蓮
聖
人
伝
十
講
』
、
田
中
智
学
『
日
本
国
体
の
研
究
』
、
そ
し
て
、

日
蓮
そ
の
人
の
著
作
『
右
目
抄
』
な
ど
で
あ
る
。
．
と
こ
ろ
が
、
二
月
二
十
四
日
の

手
紙
に
よ
れ
ば
船
内
に
図
書
室
が
あ
り
、
　
「
数
日
前
ヨ
リ
少
々
小
説
等
借
リ
出
シ

テ
読
ム
」
と
あ
る
Q

　
石
原
は
、
　
「
全
然
芸
術
的
気
分
二
欠
ケ
タ
人
間
」
で
あ
る
と
再
三
云
っ
て
を
り
、

文
学
だ
け
で
な
く
、
芸
術
一
般
に
つ
い
て
理
解
能
力
を
も
た
な
い
か
の
如
く
振
舞

っ
て
み
る
が
、
そ
れ
は
、
石
原
が
人
と
話
し
て
み
て
、
　
「
私
は
兵
隊
で
無
学
で
ご

ざ
い
ま
す
か
ら
」
と
云
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
類
の
、
石
原

の
も
つ
極
端
な
性
格
の
一
面
で
あ
る
「
へ
り
く
だ
り
」
の
一
種
で
あ
る
と
見
ら
れ

る
。
石
原
は
芸
術
－
中
で
も
、
文
学
に
対
し
て
は
、
な
か
一
の
感
受
性
の

持
主
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
が
、
い
ま
、
読
み
す
x
め
て
み
る
旅
先
か
ら
妻
へ
の
手

紙
が
、
そ
れ
を
証
し
て
み
る
で
あ
ら
う
。

夏
目
君
ノ
小
説
ノ
中
二
、
矢
来
ノ
交
番
ノ
辺
り
等
出
テ
来
手
時
ハ
、

時
ノ
事
等
思
ヒ
浮
べ
タ
リ
。
（
二
月
二
十
四
日
）

新
婚
当

漱
石
の
小
説
で
、
　
「
矢
来
ノ
交
番
」
が
出
て
来
る
の
は
、
　
『
彼
岸
過
迄
』
で
あ
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る
。
敬
太
郎
が
、
例
の
「
中
折
を
被
っ
た
男
」
を
尾
行
し
、
雨
の
中
で
見
失
ふ
の

が
、
　
「
矢
来
ノ
交
番
」
の
所
で
あ
る
。
小
説
を
読
ん
で
来
て
、
そ
の
中
の
場
所
か

ら
、
自
分
た
ち
の
新
婚
当
時
を
思
出
し
た
と
い
ふ
の
は
、
漱
石
の
小
説
に
つ
い
て

語
っ
て
み
る
や
う
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
は
単
な
る
導
入
に
す
ぎ
ず
、
実
は
、
自

分
た
ち
の
幸
福
な
結
婚
生
活
を
回
想
す
る
形
で
、
妻
へ
の
労
り
を
あ
ら
は
し
て
み

る
。　

石
原
の
性
格
を
、
　
「
粗
野
に
し
て
無
頓
着
」
と
要
約
し
た
人
が
あ
る
さ
う
だ
が

（
選
集
曾
、
二
七
九
頁
）
、
手
紙
を
読
ん
で
み
れ
ば
、
　
「
粗
野
」
と
か
、
　
「
無
頓

着
」
と
は
、
お
よ
そ
対
臆
的
な
像
が
浮
び
上
っ
て
来
る
。

一一

@
エ
ジ
プ
ト

　
二
月
二
十
五
日
、
午
前
四
時
過
ぎ
、
船
は
ス
エ
ズ
に
到
着
し
た
。
こ
Σ
で
、
誰

で
も
カ
イ
ロ
観
光
と
な
る
の
だ
が
、
特
に
石
原
に
と
っ
て
、
カ
イ
ロ
は
「
幼
少
時

代
ヨ
リ
ア
コ
ガ
レ
ノ
地
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
期
待
は
、
い
や
が
上
に
も
高
ま

る
。
し
か
し
、
時
間
は
、
あ
ま
り
な
い
。
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
で
、
船
と
合
流
す
る
ま

で
の
一
日
が
、
カ
イ
ロ
行
の
日
程
で
あ
る
。
一
刻
も
早
く
と
思
ふ
が
、
港
の
係
員

は
賄
賂
を
目
当
に
し
て
み
て
、
な
か
一
仕
事
が
す
玉
ま
な
い
。
そ
れ
で
も
、
午

前
七
時
に
汽
車
に
乗
り
、
カ
イ
ロ
に
着
い
た
の
が
、
午
後
一
時
、
早
速
自
動
車
を

や
と
っ
て
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
を
見
て
ま
は
る
。

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
バ
カ
イ
ロ
ノ
対
岸
ヨ
リ
始
マ
リ
其
南
端
七
十
里
、
実
二
七
十
計

リ
モ
ア
ル
ト
！
　
然
シ
我
等
ノ
見
物
セ
ル
カ
イ
ロ
対
岸
ノ
モ
ノ
ハ
尤
モ
大
キ

ナ
モ
ノ
ナ
リ
ト
カ
。
直
チ
ニ
車
ヲ
返
シ
テ
博
物
館
ヲ
見
ル
。

数
百
ノ
「
ミ
イ
ラ
」
、
無
数
ノ
石
像
等
真
二
天
下
ノ
珍
品
ナ
リ
。
時
間
来
レ

ル
為
、
看
守
二
追
出
サ
レ
、
回
教
ノ
寺
ヲ
見
ル
。
美
事
ナ
ル
大
理
石
ヲ
以
テ

造
レ
ル
宏
大
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
殊
二
丁
寺
ハ
市
ノ
南
小
山
ノ
上
ニ
ア
リ
テ
、

広
ク
ナ
イ
ル
平
野
ヲ
展
望
シ
、
カ
イ
ロ
ハ
マ
ル
デ
目
ノ
下
ニ
ア
リ
。

Z
8
0
δ
8
ノ
本
営
ハ
此
処
二
置
カ
レ
シ
ト
カ
、
其
居
室
ナ
リ
シ
ト
称
ス
ル

モ
ノ
及
大
理
石
ノ
浴
槽
現
存
ス
。
小
生
ハ
一
寸
其
内
二
入
ツ
テ
ミ
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
月
二
十
五
日
）

　
モ
ス
ク
を
訪
れ
て
も
、
石
原
は
、
そ
の
頃
の
日
本
人
の
大
部
分
が
さ
う
で
あ
っ

た
や
う
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
は
興
味
を
示
さ
ず
、
関
心
は
専
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
で
あ

る
。
し
か
し
、
エ
ジ
プ
ト
は
、
石
原
に
と
っ
て
、
た
∫
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
み
で
は
な

か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ジ
プ
ト

数
千
年
前
欧
州
文
明
揺
藍
ノ
地
ト
シ
テ
、
高
級
ノ
文
化
ヲ
生
ミ
シ
此
埃
及
、

又
近
ク
ハ
Z
碧
9
Φ
o
コ
ノ
遠
征
ヲ
中
心
ト
シ
、
英
国
が
世
界
ノ
覇
権
ヲ
確

・
保
ス
ル
為
二
英
仏
競
争
ノ
中
心
タ
リ
シ
此
埃
及
、
余
が
幼
少
時
代
ヨ
リ
ア
コ

ガ
レ
ノ
地
ナ
リ
シ
ガ
、
今
親
シ
ク
此
ノ
地
ヲ
踏
ミ
感
慨
誠
二
深
シ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
心
）

　
午
後
一
時
過
ぎ
か
ら
始
ま
っ
た
カ
イ
ロ
見
物
は
、
約
五
時
間
で
あ
っ
た
。
午
後

六
時
に
は
、
カ
イ
ロ
駅
か
ら
汽
車
に
乗
り
、
ポ
：
ト
サ
イ
ド
到
着
は
十
時
半
で
、

ベ
ッ
ト
に
入
っ
た
の
が
、
か
れ
こ
れ
真
夜
中
の
十
二
時
だ
つ
た
と
い
ふ
。
ス
エ
ズ

に
入
港
し
た
の
が
、
午
前
四
時
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
日
は
、
二
十
時
間
行
動
し

た
計
算
に
な
る
。

　
石
原
は
、
何
か
と
い
ふ
と
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
、
英
雄
崇
拝
に
類
す
る
や
う
な
個
人
的
好
み
か
ら
で
は
な
く
、
別
に
そ
れ
な
り

一42一



の
理
由
が
あ
る
。

　
石
原
は
陸
大
の
卒
業
で
あ
る
。
陸
大
は
参
謀
養
成
を
目
的
と
し
た
学
校
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
卒
業
生
で
あ
る
石
原
に
は
、
当
然
、
　
「
戦
略
」
が
も
っ
と
も
重
要
な

意
味
を
も
つ
。
ま
つ
、
身
近
か
な
日
露
戦
争
を
手
が
か
り
に
考
へ
て
み
る
と
、

「
い
か
に
考
究
し
て
も
、
そ
の
勝
利
が
僥
倖
の
上
に
立
っ
て
る
た
や
う
に
感
ぜ
」

ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
　
「
も
し
ロ
シ
ヤ
が
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て
抗
戦
を
持
続
し

た
な
ら
、
日
本
の
勝
利
は
危
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
」
（
「
戦
争
史
大
観

の
序
」
）

　
か
う
し
て
、
石
原
は
、
佐
藤
鉄
太
郎
の
『
帝
国
国
防
史
論
』
を
読
む
。
こ
れ
は
、

当
時
、
日
本
人
の
書
い
た
も
の
と
し
て
は
、
最
も
す
ぐ
れ
た
軍
事
学
の
本
と
さ
れ

て
み
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
石
原
は
、
そ
の
論
旨
に
納
得
出
来
な
か
っ
た
。

著
者
は
、
　
「
日
本
の
国
防
と
英
国
の
国
防
を
余
り
に
同
一
視
し
、
両
国
の
間
に
重

大
な
差
異
の
あ
る
こ
と
を
見
遁
し
て
み
る
」
と
批
判
し
て
み
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
対
面
戦
争
」
こ
そ
が
、
　
「
わ
れ
ら
の
最
も
価
値
あ
る
研
究
対
象

で
あ
る
」
と
い
ふ
の
が
、
石
原
の
主
張
で
あ
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
石
原
に
と

っ
て
、
崇
拝
す
る
英
雄
で
あ
る
よ
り
も
、
も
っ
と
軍
事
学
的
な
関
心
事
な
の
で
あ

る
。　

石
原
は
後
に
、
戦
史
を
広
く
歴
史
の
発
展
の
中
で
と
ら
へ
、
戦
争
の
性
質
と
し

て
は
、
消
耗
戦
略
と
繊
滅
戦
略
と
が
交
替
し
て
あ
ら
は
れ
る
と
図
式
化
し
、
消
耗

戦
略
の
代
表
と
し
て
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
を
、
繊
滅
戦
略
の
そ
れ
と
し
て
は
、
ナ

ポ
レ
オ
ン
を
あ
げ
て
み
る
。

　
消
耗
戦
略
（
国
§
P
ロ
ニ
霧
け
鑓
一
①
笹
Φ
）
、
繊
滅
戦
略
（
Z
凶
①
α
Φ
毫
Φ
昏
5
窟
母
p
8
笹
Φ
）

は
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
デ
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ク
（
＝
p
⇒
ω
∪
①
ぎ
呂
。
屏
レ
。
。
鼻
。
。
1

一
Φ
卜
。
㊤
）
の
用
語
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
消
耗
戦
争
、
繊
滅
戦
争
と
云
ひ
か
へ
ら
れ
、

さ
ら
に
、
満
洲
事
変
以
後
は
、
持
久
戦
争
、
決
戦
戦
争
と
な
り
、
有
名
な
最
終
戦

論
へ
と
つ
な
が
っ
て
行
く
の
は
、
ま
だ
先
の
話
で
あ
る
。

三
　
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
か
ら
マ
ル
セ
ー
ユ
ま
で

　
船
は
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
を
出
て
、
地
中
海
を
航
し
て
み
る
が
、
二
月
二
十
八
日
の

手
紙
は
、
ま
た
し
て
も
、
石
原
の
繊
細
な
神
経
を
示
し
て
み
る
。

此
ボ
：
イ
（
片
山
ト
イ
フ
人
）
二
托
シ
、
宝
石
一
ケ
送
ル
。
…
…
勿
論
大
安

物
或
ハ
に
せ
物
ヤ
モ
計
り
難
シ
。
色
合
等
モ
年
ニ
ツ
リ
合
目
ザ
ル
ベ
シ
。
然

シ
此
亭
主
が
娼
三
宝
石
ヲ
送
ル
ト
ハ
破
天
荒
ト
申
ス
ベ
シ
。
見
掛
ケ
ニ
ヨ
ラ

ザ
ル
婦
孝
行
。
鋭
チ
ャ
ソ
タ
ル
モ
ノ
、
到
着
セ
バ
老
人
及
清
次
郎
ニ
モ
天
ど

ん
ノ
一
杯
位
ヅ
ツ
オ
ゴ
ル
必
要
ア
ル
ベ
シ
。

　
お
そ
ら
く
、
石
原
は
無
自
覚
の
う
ち
に
人
を
傷
つ
け
た
り
し
た
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
多
く
の
伝
記
の
伝
、
へ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
石
原
は
毒
舌
家

で
、
し
ば
一
相
手
を
罵
倒
し
た
と
い
ふ
が
、
そ
れ
は
、
つ
ま
り
、
い
つ
も
故
意

に
さ
う
し
て
る
た
の
で
あ
る
。
石
原
と
い
ふ
人
は
、
女
の
気
持
ち
も
よ
く
分
り
、

雄
々
し
さ
の
裏
に
ひ
そ
む
女
々
し
さ
の
価
値
を
も
理
解
し
て
み
た
の
で
は
な
い
か

と
さ
へ
思
は
れ
る
。
宝
石
が
と
解
い
た
ら
、
自
分
だ
け
喜
ん
で
み
な
い
で
、
家
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
オ

の
者
に
、
天
丼
の
一
つ
も
お
ご
っ
て
や
れ
、
と
止
め
の
助
言
も
忘
れ
な
い
。

　
コ
ル
シ
カ
島
と
サ
ル
デ
ニ
ア
島
の
間
を
通
過
し
た
時
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
の
こ
と
が
頭
に
浮
か
ぶ
。

コ
ル
シ
カ
バ
御
承
知
ノ
通
り
ナ
ポ
レ
オ
ン
誕
生
地
。
中
二
高
イ
山
（
四
五
千

尺
モ
ア
ラ
ン
カ
）
ア
リ
テ
、
白
雪
ヲ
戴
ク
ヲ
見
ル
。
朝
来
少
々
雨
ノ
気
味
ア
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リ
テ
黒
雲
ノ
間
ヨ
リ
之
ヲ
遠
望
ス
レ
バ
、
古
英
雄
ヲ
偲
ブ
世
事
モ
フ
サ
ハ
シ

キ
感
ア
リ
。
　
（
三
月
二
日
）

　
か
く
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
ー
ユ
に
着
い
た
の
が
、
三
月
三
日
午
前
九
時
で

あ
る
。
一
月
二
十
日
の
神
戸
港
か
ら
数
へ
て
、
約
四
十
日
の
船
旅
で
あ
っ
た
。

マ
ル
セ
ー
ユ
港
外
ニ
バ
カ
ノ
黒
岩
ノ
岩
窟
王
ニ
テ
有
名
ナ
ル
牢
獄
ア
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
月
三
日
）

　
「
黒
岩
ノ
岩
窟
王
」
と
は
、
黒
岩
涙
早
臥
『
岩
窟
王
』
で
あ
る
。
涙
香
が
、
フ

ラ
ン
ス
の
作
家
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
デ
ュ
マ
（
父
）
の
『
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
』

を
『
岩
窟
王
』
と
題
し
て
、
　
「
万
朝
報
」
に
翻
訳
連
載
し
た
の
は
、
明
治
三
四
年

三
月
か
ら
三
五
年
六
月
で
あ
る
。
の
ち
、
扶
桑
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
涙
香
訳
の

も
の
と
し
て
は
、
　
『
鉄
仮
面
』
、
『
億
無
情
』
と
、
こ
の
『
岩
窟
王
』
が
も
っ
と

も
人
気
が
高
く
、
石
原
も
こ
れ
を
読
ん
だ
こ
と
が
分
る
。
こ
の
小
説
の
主
人
公
ダ

ソ
テ
ス
（
U
O
三
Φ
ω
）
は
、
無
実
の
罪
で
、
マ
ル
セ
ー
ユ
沖
の
「
島
の
牢
獄
」
に

幽
閉
さ
れ
る
が
、
石
原
は
そ
れ
に
触
れ
て
み
る
。
書
名
だ
け
聞
い
て
、
読
ん
で
み

な
い
の
な
ら
、
こ
X
ま
で
内
容
に
は
踏
み
込
め
な
い
。

　
石
原
の
ヨ
：
ロ
ッ
パ
滞
在
よ
り
や
工
後
に
な
る
が
、
大
正
十
五
年
、
改
造
社
が

「
現
代
日
本
文
学
全
集
」
を
発
売
、
そ
れ
が
一
冊
一
円
だ
つ
た
と
こ
ろ
が
ら
、

「
円
本
」
と
い
ふ
言
葉
が
生
れ
た
。
そ
の
後
、
他
社
も
、
こ
の
形
式
を
ま
ね
て
、

「
世
界
文
学
全
集
」
（
新
潮
社
）
　
「
明
治
大
正
文
学
全
集
」
（
春
陽
堂
）
な
ど
が
出

た
が
、
石
原
の
弟
六
郎
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
石
原
は
こ
れ
ら
円
本
の
数
冊
を
購
入

し
た
さ
う
で
あ
る
し
、
昭
和
二
年
に
発
売
さ
れ
た
岩
波
文
庫
で
は
、
ト
ル
ス
ト
イ

の
『
戦
争
と
平
和
』
も
買
っ
て
読
ん
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
（
選
集
9
、
二
九
六
頁
）
。

　
当
時
の
小
説
の
読
者
と
い
へ
ば
、
少
数
の
文
学
青
年
と
、
そ
れ
に
女
性
、
子
供

な
ど
が
主
で
あ
り
、
小
説
は
、
大
の
大
人
が
あ
ま
り
手
に
と
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
志
賀
直
哉
の
父
親
は
実
業
家
で
あ
っ
た
が
、
息
子
の
書
く
小
説
な
ど
は
無
価

値
と
見
、
せ
い
ぐ
馬
琴
の
『
八
犬
牽
』
を
読
む
程
度
だ
つ
た
と
い
ふ
が
（
『
創

作
余
談
』
）
、
志
賀
直
哉
の
父
が
、
特
に
小
説
嫌
ひ
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ

れ
が
普
通
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
大
人
の
読
書
と
は
、
漢
詩
漢
文
で
あ
っ
た
。

　
さ
う
い
う
状
況
を
考
へ
て
み
れ
ば
、
石
原
は
、
軍
人
と
し
て
は
、
な
か
一
の

小
説
愛
好
家
と
云
へ
ぬ
で
も
な
い
。
も
っ
と
も
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
戦
争
と
平
和
』

は
、
小
説
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
小
説
の
第
三
部
、
第
四
部
に
は
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
の
ロ
シ
ア
侵
入
が
ゑ
が
か
れ
て
る
る
か
ら
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
研
究
の
た
め
に

も
、
読
ん
で
み
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

四
　
オ
ペ
ラ

　
マ
ル
セ
ー
ユ
に
は
十
時
間
み
て
、
午
後
七
時
十
五
分
の
汽
車
で
パ
リ
に
遵
ふ
。

翌
三
月
四
日
午
前
九
時
、
パ
リ
に
到
着
し
た
が
、
あ
ら
か
じ
め
電
報
を
打
っ
て
お

い
た
の
に
、
駅
に
出
迎
へ
の
者
は
な
く
、
な
ん
と
か
一
人
で
ホ
テ
ル
に
辿
り
つ
く
。

巴
里
ノ
町
ハ
マ
ル
セ
！
ユ
ト
異
り
比
較
的
感
じ
ヨ
シ
、
然
シ
一
寸
面
白
イ
ト

思
ヒ
シ
モ
ノ
ハ
ナ
ポ
レ
オ
ン
ノ
凱
旋
門
（
宿
屋
ヨ
リ
数
町
）
及
オ
ペ
ラ
位
ノ

モ
ノ
、
其
他
ハ
無
風
流
ノ
小
生
ニ
ハ
一
向
感
心
出
来
ズ
。
却
テ
巴
里
郊
外
ノ

農
村
等
ヲ
車
中
ヨ
リ
望
ミ
シ
時
ハ
気
持
ヨ
ク
思
ヘ
リ
。
世
田
谷
好
キ
ノ
田
舎

者
ノ
セ
ヰ
ナ
ル
ベ
シ
。
　
（
三
月
四
日
）

「
一
寸
面
白
イ
」
と
し
て
、
凱
旋
門
と
共
に
あ
げ
ら
れ
て
る
る
「
オ
ペ
ラ
」
は
、
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オ
ペ
ラ
座
。
石
原
は
、
パ
リ
の
街
を
見
て
も
、
こ
の
二
つ
以
外
は
、
　
「
一
向
感
心

出
来
ズ
」
と
書
い
て
み
る
。
こ
れ
は
、
少
な
く
と
も
、
戦
前
の
日
本
人
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
大
都
市
に
一
歩
足
を
ふ
み
入
れ
た
時
の
第
一
印
象
と
し
て
は
、
異
色
の

方
に
属
す
る
。
大
抵
は
、
鴎
外
の
『
舞
姫
』
の
冒
頭
に
あ
る
や
う
に
、
広
い
道
、

そ
の
両
側
に
整
然
と
並
ぶ
高
層
の
建
物
な
ど
に
、
圧
倒
さ
れ
た
や
う
で
あ
る
。
石

原
か
ら
八
年
後
の
一
九
三
一
年
で
も
、
　
「
ベ
ル
リ
ー
ソ
に
つ
い
た
瞬
間
か
ら
、
街

並
み
に
一
種
の
威
圧
を
感
じ
た
。
こ
れ
は
か
な
わ
な
い
と
思
っ
た
」
と
い
ふ
証
言

も
あ
る
（
植
田
敏
郎
『
森
鴎
外
の
「
独
逸
日
記
」
』
、
大
日
本
図
書
、
三
一
頁
）
。

　
「
世
田
谷
好
キ
ノ
田
舎
者
ノ
セ
ヰ
ナ
ル
ベ
シ
」
、
石
原
ノ
留
守
宅
は
、
東
京
市

外
世
田
谷
町
世
田
谷
十
四
番
地
で
、
そ
の
頃
の
世
田
谷
は
、
大
へ
ん
な
田
舎
で
あ

っ
た
。

　
石
原
は
十
日
ほ
ど
パ
リ
に
滞
在
し
、
結
構
、
方
々
を
見
物
し
て
み
る
。
ル
ー
ヴ

ル
美
術
館
や
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
、
多
く
語
ら
れ
て
み
な
い
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
で
は
、
こ
X
で
の
ル
イ
十

四
世
の
栄
華
乏
か
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
か
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
戴
冠
式
と
か
、
第
一
次

大
戦
の
購
和
会
議
な
ど
に
思
ひ
を
め
ぐ
ら
す
が
、
　
「
無
風
流
ノ
小
生
ニ
ハ
一
向
二

感
心
出
来
ヌ
建
物
ナ
リ
」
と
の
感
想
を
述
べ
て
み
る
。

　
そ
れ
よ
り
も
、
私
た
ち
に
面
白
い
と
思
へ
る
の
は
、
石
原
が
、
　
「
巴
里
名
物
ノ

寄
席
」
に
行
っ
た
り
（
三
月
六
日
の
手
紙
）
、
オ
ペ
ラ
を
見
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。

夜
オ
ペ
ラ
ヲ
見
ル
。
音
楽
ヲ
解
セ
ザ
ル
小
生
ニ
ハ
支
那
芝
居
二
毛
ノ
ハ
エ
タ

ル
モ
ノ
位
ニ
シ
カ
思
ハ
レ
ザ
リ
シ
モ
、
兎
二
角
此
処
二
出
入
リ
ス
ル
モ
ノ
ハ

所
謂
巴
里
ノ
上
流
ノ
モ
ノ
ヲ
主
ト
ス
ル
が
如
ク
、
観
客
モ
比
較
的
上
品
（
勿

論
衣
装
や
化
粧
二
全
力
ヲ
尽
シ
人
二
見
セ
テ
得
意
然
タ
ル
ハ
帝
劇
辺
以
上
ナ

リ
）
、
音
楽
等
モ
何
ト
ナ
シ
落
着
キ
ア
リ
テ
、
巴
里
入
城
以
来
尤
モ
ヨ
キ
印

象
ヲ
受
ケ
タ
リ
。
此
中
心
肝
ハ
レ
来
ル
ダ
ソ
ス
ハ
先
日
見
物
セ
ル
モ
ノ
二
二

比
シ
テ
ハ
勿
論
上
等
ラ
シ
ク
品
位
ア
ル
モ
、
矢
張
リ
肉
感
ヲ
ソ
ソ
ル
如
キ
ヤ

リ
方
少
ナ
カ
ラ
ズ
。
　
（
三
月
十
一
日
）

　
パ
リ
で
も
つ
と
も
印
象
深
か
っ
た
も
の
が
、
ル
ー
ヴ
ル
で
も
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ

で
も
な
く
、
オ
ペ
ラ
だ
つ
た
と
は
！

　
「
此
中
二
二
レ
来
島
ル
ダ
ソ
ス
」
、
石
原
の
見
た
オ
ペ
ラ
が
何
だ
つ
た
か
は
分

か
ら
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
何
で
あ
れ
、
オ
ペ
ラ
の
中
に
バ
レ
ー
が
入
っ
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
、
ワ
：
グ
ナ
ー
も
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
！
』
の
パ
リ
公
演

で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
こ
の
伝
統
に
従
っ
て
、
ヴ
ェ
ヌ
ス
山
の
場
を
拡
大
し
、
バ
レ
：

を
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
石
原
は
、
オ
ペ
ラ
の
中
の
バ
レ
ー
も
、
社
交
ダ
ン
ス
と

同
様
、
　
「
肉
感
ヲ
ソ
ソ
ル
」
と
云
っ
て
み
る
が
、
そ
の
通
り
、
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ペ

ラ
に
、
な
ぜ
バ
レ
ー
が
不
可
欠
か
と
い
へ
ば
、
観
客
の
貴
族
た
ち
は
、
自
分
の
情

婦
が
舞
台
の
上
で
肉
感
的
に
踊
る
の
を
見
物
し
、
そ
れ
を
何
よ
り
の
楽
し
み
と
し

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
や
う
な
上
流
の
観
客
は
、
劇
場
に
行
っ
て
も
、
そ
の
場
面

さ
へ
見
れ
ば
、
よ
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
他
の
所
は
あ
ま
り
見
な
か
っ
た
。

　
こ
玉
で
、
石
原
は
、
　
「
オ
ペ
ラ
」
と
書
い
て
み
る
が
、
な
か
一
現
代
風
と
云

へ
る
。
こ
の
頃
は
、
普
通
、
　
「
歌
劇
」
と
呼
ば
れ
て
を
り
、
こ
れ
よ
り
少
し
前
に

な
る
が
、
永
井
荷
風
の
『
西
遊
日
誌
抄
』
な
ど
も
、
こ
と
ご
と
く
、
　
「
歌
劇
」
で

あ
る
。
も
っ
と
も
、
石
原
が
か
う
書
い
た
三
十
年
も
前
の
明
治
二
十
年
代
に
、
早

く
も
、
鴎
外
訳
『
即
興
詩
人
』
に
は
、
　
「
オ
ペ
ラ
」
と
い
ふ
言
葉
が
使
は
れ
て
る

る
。
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五
　
和
服

　
石
原
は
、
第
一
次
大
戦
の
古
戦
場
め
ぐ
り
も
忘
れ
な
い
。
パ
リ
の
北
東
、
ラ
ソ

ス
（
国
Φ
一
ヨ
ω
）
、
ア
ミ
ア
ン
（
諺
日
δ
づ
。
。
）
、
サ
ソ
・
カ
ソ
タ
ソ
（
ω
け
●
ρ
信
O
昌
二
昌
）

な
ど
。

殊
ニ
サ
ン
カ
ソ
タ
ン
ハ
停
車
場
ノ
修
理
ス
ラ
未
ダ
完
成
セ
ズ
、
市
内
到
ル
所

惨
害
ノ
跡
ヲ
止
ム
。
日
本
内
地
ノ
人
々
が
考
フ
ル
如
ク
、
独
仏
ノ
融
和
等
ハ

出
来
得
ベ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
痛
感
ス
。
此
惨
害
ノ
間
二
生
レ
育
チ
タ
ル

人
々
ノ
脳
裡
ヨ
リ
、
対
独
敵
憔
心
ヲ
去
ル
ハ
尋
常
一
様
ノ
手
段
ヤ
、
十
年
二

十
年
ノ
歳
月
ノ
ヨ
ク
ナ
ス
所
ニ
ア
ラ
ズ
。
結
局
人
類
ハ
一
同
声
ヲ
揃
ヘ
テ
南

無
妙
法
蓮
華
経
ト
唱
へ
奉
ル
日
々
来
ラ
ズ
ソ
バ
、
野
獣
ノ
如
キ
欧
州
人
ヲ
救

フ
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。
　
（
三
月
九
日
）

　
第
一
次
大
戦
の
戦
後
処
理
と
し
て
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
購
和
会
議
が
開
か
れ
た
の

は
、
一
九
一
九
年
、
そ
れ
か
ら
四
年
経
過
し
て
み
る
が
、
戦
禍
は
ま
だ
修
復
さ
れ

て
み
な
い
。
戦
勝
国
の
フ
ラ
ン
ス
で
さ
へ
、
ド
イ
ツ
に
敵
意
を
も
つ
て
み
る
と
な

れ
ば
、
過
酷
な
賠
償
と
悪
性
イ
ン
フ
レ
に
苦
し
む
ド
イ
ツ
の
対
フ
ラ
ン
ス
へ
の
反

感
は
、
こ
と
さ
ら
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。
敵
意
は
敵
意
を
生
み
、
復
讐
は
復
讐

の
種
子
で
あ
る
。
　
＝
同
声
ヲ
揃
ヘ
テ
南
無
妙
法
蓮
華
経
ト
唱
へ
奉
ル
日
々
」
が

来
な
け
れ
ば
、
人
類
は
救
は
れ
な
い
で
あ
ら
う
、
と
云
っ
て
み
る
が
、
の
ち
に
石

原
は
、
さ
う
し
た
絶
対
平
和
の
状
態
を
、
世
界
最
終
戦
後
に
思
ひ
ゑ
が
く
や
う
に

な
る
。

　
パ
リ
滞
在
中
の
石
原
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
記
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

三
月
十
日
は
、
日
本
の
陸
軍
記
念
圓
で
あ
る
。
明
治
十
八
年
の
こ
の
日
、
日
本
軍

は
奉
天
を
占
領
し
た
。
そ
れ
で
、
在
パ
リ
の
陸
海
軍
将
校
の
間
で
宴
会
が
あ
っ
た
。

数
十
名
が
集
ま
っ
た
と
い
ふ
か
ら
、
ず
る
分
大
勢
の
日
本
将
校
が
パ
リ
に
み
た
も

の
と
驚
く
。
こ
の
会
食
に
、
石
原
は
和
服
で
出
席
し
た
の
で
あ
る
。

小
生
ノ
日
本
服
ハ
相
当
問
題
ト
ナ
リ
居
ル
モ
ノ
ト
見
工
、
突
飛
ナ
コ
ト
ハ
止

メ
タ
方
ガ
ヨ
カ
ラ
ウ
等
ト
親
切
二
忠
告
ス
ル
人
ス
ラ
ア
リ
。
　
（
三
月
十
一
日
）

　
日
本
服
が
、
ど
う
か
う
と
い
ふ
よ
り
も
、
石
原
は
、
時
に
か
う
し
た
「
突
飛
」

な
行
動
を
し
た
ー
ー
あ
る
い
は
、
さ
う
い
ふ
行
動
が
好
き
だ
つ
た
の
で
あ
る
。

石
原
の
性
格
の
一
面
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
中
に
は
、
和
服
姿
の
出
席
を
面
白
が
る
者
も
み
た
。

朝
香
宮
殿
下
ニ
ハ
和
服
ト
ハ
面
白
シ
ト
テ
特
二
種
々
御
下
問
ア
リ
、
恐
耀
ノ

至
り
ナ
リ
キ
。
又
偶
々
招
待
ヲ
受
ケ
テ
来
り
居
タ
ル
一
仏
国
将
校
ハ
「
余
ハ

数
年
来
日
本
ノ
コ
ト
ヲ
研
究
セ
シ
が
目
ノ
ア
タ
リ
日
本
服
ヲ
見
タ
ル
ハ
今
日

初
メ
ニ
テ
誠
二
美
シ
ク
珍
シ
ク
拝
見
セ
リ
。
若
シ
巴
里
ニ
ア
ル
日
本
人
が
凡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ゾ

テ
此
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
着
用
ス
ル
ナ
ラ
バ
撫
美
事
ナ
ル
コ
ト
ナ
ラ
ソ
」
等
ト
御

世
辞
ヲ
述
べ
立
テ
タ
リ
。
　
（
同
右
）

　
石
原
は
、
パ
リ
と
い
ふ
都
市
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
に
は
じ
め
て
直
接
触
れ
た

わ
け
で
あ
る
が
、
こ
Σ
で
、
と
に
か
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
体
験
し
よ
う
と
い
ふ
意

志
が
み
ら
れ
る
。
オ
ペ
ラ
を
聴
き
、
寄
席
に
行
き
、
さ
う
し
て
、
社
交
界
の
ダ
ン

ス
を
見
て
み
る
。

巴
里
第
一
流
旅
館
ノ
御
茶
時
間
ヲ
狙
ツ
テ
入
ツ
テ
見
ル
。
蓋
シ
巴
里
社
交
界
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ノ
ダ
ソ
ス
ヲ
見
ン
が
為
ナ
リ
。
美
貌
ヲ
自
惚
レ
ル
め
す
共
所
謂
キ
ラ
ヲ
飾
り
、

男
ヲ
撰
ン
デ
踊
り
狂
フ
様
驚
ク
外
ナ
ク
、
楽
隊
ノ
ヤ
カ
マ
シ
キ
ニ
ハ
殊
二
閉

ロ
セ
リ
。
丸
デ
御
会
式
ノ
ブ
リ
キ
カ
ソ
ノ
如
シ
。
此
連
中
ハ
米
国
辺
ノ
成
金

共
が
多
キ
ト
カ
イ
フ
モ
、
兎
二
角
毛
唐
共
有
産
階
級
ノ
享
楽
的
気
分
ハ
、
殆

ド
頂
点
二
達
シ
ア
ル
が
如
シ
。
日
本
ノ
成
金
ノ
如
キ
山
楼
シ
バ
民
衆
二
遠
慮

ス
ル
モ
、
毛
唐
ノ
横
着
ハ
到
底
日
本
人
ノ
考
へ
及
ブ
三
八
ア
ラ
ズ
。
…
…
憐

レ
ナ
ル
白
色
人
種
ハ
カ
ク
ノ
如
ク
シ
テ
、
日
一
日
ト
滅
亡
ノ
淵
二
三
ミ
ッ
ツ

ア
ル
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
。
…
…
兎
二
三
毛
唐
ノ
文
明
ノ
前
途
ニ
ハ
、
甚
ダ
悲
観
ス

ペ
キ
モ
ノ
ア
ル
コ
ト
ハ
明
ナ
リ
。
　
（
三
月
十
一
日
）

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
衰
微
と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
の
当
時
、
　
一
般
に
叫
ば
れ
て
み

た
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
国
粋
主
義
か
ら
の
偏
見
と
受
取
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
間
違

ひ
で
あ
る
。
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
（
○
ω
≦
O
八
仙
　
ω
b
①
昌
σ
q
一
Φ
門
》
　
H
O
◎
Q
Q
O
－
H
Φ
ω
①
）
の

『
西
洋
の
没
落
』
（
b
ミ
α
ミ
馬
蓉
轟
譜
切
》
O
§
ミ
亀
§
♂
一
箪
。
。
l
N
卜
。
）
が
、
話

題
と
な
っ
た
の
も
、
文
字
通
り
こ
の
時
期
で
あ
り
、
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
の
著
書
が

完
結
し
た
の
は
、
石
原
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
到
着
の
前
年
で
あ
る
。
現
実
の
世
界
を
見

廻
は
し
て
み
て
も
、
第
一
次
大
戦
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
二
千
化
は
、
ま
す
一
明

か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
　
「
日
一
日
ト
滅
亡
ノ
淵
二
臨
ミ
ツ
ツ
ア
ル
」
と
思
は
れ

た
文
明
は
、
思
ひ
の
外
に
し
ぶ
と
く
、
八
十
年
後
の
今
日
も
な
ほ
、
世
界
に
君
臨

し
て
み
る
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
と
い
ふ
嘗
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
民
地
で
あ
り
、

従
来
の
国
家
と
は
異
質
の
、
民
族
も
言
語
も
固
有
の
も
の
を
も
た
な
い
「
マ
ム
ル
ー

ク
朝
」
が
、
新
し
い
活
力
を
吹
き
込
ん
だ
か
ら
で
あ
ら
う
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
石
原
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
廟
な
ど
を
見
て
、
パ
リ
見
物
を
終
へ
、
い

よ
ー
ベ
ル
リ
ソ
に
向
ふ
が
、
パ
リ
を
去
る
に
当
っ
て
、
　
「
ヤ
カ
マ
シ
キ
巴
里
ハ

既
ニ
ア
キ
果
テ
タ
リ
。
　
一
日
モ
早
ク
静
カ
ナ
田
舎
二
三
リ
タ
キ
心
地
ス
」
　
（
三
月

十
二
日
）
と
い
ふ
の
が
、
そ
の
心
境
で
あ
っ
た
。

六
　
ベ
ル
リ
ン
到
着

　
石
原
は
、
パ
リ
を
離
れ
る
に
当
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
々
を
、
日
本
食
に
招

待
し
、
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。
三
月
十
四
日
に
出
発
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
切
符
の

都
合
で
一
日
お
く
れ
、
翌
十
五
日
夜
（
十
一
時
）
に
寝
台
車
で
パ
リ
を
後
に
し
た
。

ベ
ル
ギ
ー
は
夢
の
う
ち
に
通
り
過
ぎ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
、
十
六

日
正
午
過
ぎ
に
到
着
。
こ
玉
で
列
車
を
乗
り
か
へ
て
、
午
後
六
時
過
ぎ
の
ベ
ル
リ

ン
行
一
等
車
に
乗
込
む
。

　
夜
の
十
一
時
ご
ろ
、
ド
イ
ツ
最
初
の
駅
に
着
き
、
荷
物
の
関
税
検
査
を
受
け
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
乗
客
は
多
く
、
役
人
の
仕
事
は
お
そ
い
。
そ
の
う
ち
に
、
発

車
の
時
刻
は
刻
々
と
せ
ま
る
。
　
「
辛
ジ
テ
検
査
ヲ
了
リ
荷
物
ヲ
携
ヘ
テ
車
ニ
カ
ヘ

レ
バ
車
ハ
何
時
ノ
間
ニ
ヤ
ラ
切
り
取
ラ
レ
テ
影
モ
ナ
シ
」
　
（
三
月
十
七
日
目
と
い

ふ
仕
末
で
あ
っ
た
。
石
原
自
身
は
、
列
車
は
切
り
離
さ
れ
、
自
分
が
乗
っ
て
来
た

古
墨
は
、
こ
玉
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
に
戻
っ
た
ら
し
い
、
と
云
っ
て
み
る
が
（
里
見
岸

雄
当
て
書
簡
、
大
正
十
二
年
三
月
二
十
四
日
）
、
そ
れ
は
思
ひ
違
ひ
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

　
こ
の
ド
イ
ツ
最
初
の
駅
が
、
ど
こ
で
あ
る
か
は
書
い
て
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、

オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
で
、
こ
の
列
車
は
こ
エ
で
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
半
分
は
ペ
ル

リ
ソ
行
き
、
残
り
半
分
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
行
き
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
方
が

確
度
が
高
い
や
う
な
気
も
す
る
。
何
と
か
、
石
原
は
ベ
ル
リ
ン
行
き
に
乗
込
ん
だ

が
、
一
等
の
切
符
を
も
つ
て
み
る
と
云
っ
て
も
、
も
は
や
空
き
の
寝
台
は
な
く
、

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
座
席
さ
へ
な
か
っ
た
や
う
で
、
コ
ン
バ
ー
ト
車
の
廊
下
で
夜
を

あ
か
し
て
、
三
月
十
七
日
、
午
前
八
時
過
ぎ
、
漸
く
ベ
ル
リ
ン
に
辿
り
つ
い
た
。
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横
浜
出
港
か
ら
ニ
ケ
月
で
あ
る
。

　
大
使
館
付
武
官
香
椎
浩
平
、
こ
の
人
は
、
の
ち
に
二
・
二
六
事
件
の
戒
厳
司
令

官
で
あ
り
、
石
原
は
、
そ
の
戒
厳
参
謀
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
香
椎
大
佐
が
．

歓
迎
の
宴
を
開
い
て
く
れ
た
の
で
、
石
原
は
宴
会
よ
り
も
、
妻
か
ら
の
手
紙
を
楽

し
み
に
出
掛
け
て
行
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
錦
子
夫
人
か
ら
の
手
紙
は
な
く
、

と
父
い
て
る
た
の
は
、
　
「
朝
日
新
聞
」
と
「
天
業
民
報
」
（
国
益
会
の
広
報
紙
）

と
、
そ
れ
に
田
中
智
学
の
息
子
里
見
岸
雄
か
ら
の
手
紙
だ
け
で
あ
っ
た
。
石
原
は

宴
会
も
早
々
に
切
り
上
げ
て
、
宿
に
帰
っ
た
。
さ
ら
に
追
討
ち
を
か
け
る
や
う
に
、

ベ
ル
リ
ン
に
つ
い
た
翌
々
日
の
十
九
日
か
ら
は
、
つ
ひ
に
風
邪
の
た
め
に
発
熱
し

て
し
ま
ひ
、
一
週
間
寝
込
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
ベ
ル
リ
ン
生
活
の
ス
タ
ー
ト
は
、
決

し
て
、
幸
先
よ
い
と
は
云
へ
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。

　
ベ
ル
リ
ン
の
街
の
第
一
印
象
が
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
よ
く
分
ら
な

い
。
さ
う
し
た
感
想
は
、
直
接
に
は
手
紙
に
書
か
れ
て
み
な
い
。
た
ゴ
、
三
月
十

五
日
付
の
手
紙
に
は
、
そ
れ
ら
し
い
も
の
が
見
え
な
い
で
は
な
い
。

小
生
ノ
室
ハ
此
旅
館
ニ
テ
尤
モ
ヨ
キ
部
屋
ナ
ル
由
ナ
ル
モ
、
御
本
尊
奉
安
ノ

為
メ
頗
ル
都
合
悪
シ
キ
ニ
ハ
閉
ロ
ナ
リ
。

連
日
ノ
疲
労
ヲ
医
ス
ル
為
、
本
日
ハ
終
日
休
息
二
決
ス
。
但
シ
朝
食
ハ
宿
ニ

テ
出
来
ル
モ
、
昼
、
夕
食
ハ
必
ズ
外
ノ
料
理
屋
二
行
カ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
コ

レ
ニ
ハ
困
リ
入
ル
次
第
也
。
昼
ハ
抜
キ
ニ
シ
テ
タ
食
ノ
為
町
二
出
ヅ
。
電
燈

ハ
殆
ド
ナ
ク
、
丸
デ
暗
黒
ノ
町
、
大
通
リ
ニ
糞
ヲ
見
ル
街
、
行
ク
人
ノ
服
装

無
能
シ
テ
粗
悪
也
。
在
留
日
本
人
ハ
殆
ド
全
部
独
語
二
対
シ
、
好
意
ヲ
失
ヒ

ツ
ツ
ア
ル
由
。
物
価
ハ
最
近
頗
ル
高
ク
物
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
日
本
ヨ
リ
安
カ
ラ
ザ

ル
由
、
写
真
機
買
入
モ
先
ヅ
先
ヅ
見
合
セ
タ
リ
。
尤
モ
安
時
計
一
ツ
求
ム
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
タ

値
十
一
万
マ
ー
ク
（
十
二
三
円
二
当
ル
）
鉄
蓋
也
。
　
（
三
月
十
五
日
）

　
ベ
ル
リ
ン
の
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
別
の
と
こ
ろ
で
、
　
「
日
章
中
デ
小
生
ノ
部
屋

ハ
尤
モ
ヨ
キ
方
」
　
（
三
月
二
十
四
日
）
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
　
「
毎
々
申
述
べ
タ
如

ク
、
此
宿
屋
ニ
チ
ハ
中
・
夕
食
出
来
ザ
ル
ニ
閉
口
、
必
ズ
付
近
ノ
料
理
屋
迄
出
掛

ケ
ザ
ル
ペ
カ
ラ
ズ
」
　
（
三
月
二
十
八
日
）
と
書
か
れ
て
み
る
の
か
ら
見
て
、
右
に

引
用
し
た
手
紙
で
云
は
れ
て
る
る
旅
館
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
宿
を
指
し
て
み
る
と
思

は
れ
る
。
し
か
し
、
三
月
十
五
日
半
、
夜
の
十
一
時
ま
で
、
パ
リ
に
み
た
の
だ
か

ら
、
辻
褄
が
合
は
な
い
。
次
の
手
紙
は
、
三
月
十
七
日
付
で
、
　
「
今
朝
遂
二
伯
林

二
到
着
ス
」
で
あ
る
か
ら
、
一
つ
繰
下
げ
て
、
こ
の
所
謂
「
三
月
十
五
日
」
の
手

紙
は
、
ベ
ル
リ
ン
到
着
後
の
も
の
で
、
日
付
の
間
違
ひ
で
あ
ら
う
。

　
こ
れ
は
何
も
石
原
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
に
、
一
通
の
手
紙
を
二
日
が
か
り
で

書
い
た
り
、
一
日
の
う
ち
に
同
一
人
当
て
に
二
通
の
手
紙
を
書
い
た
り
し
な
い
で

は
な
い
か
ら
、
日
付
の
錯
綜
な
ど
は
容
易
に
お
こ
り
得
る
。
現
に
、
石
原
は
、
四

月
二
日
の
手
紙
に
、
　
「
今
日
ハ
月
曜
日
也
」
と
書
き
出
し
、
途
中
に
ま
た
、
　
「
今

日
ハ
日
曜
日
ノ
為
メ
」
と
あ
る
が
、
大
正
十
二
年
四
月
二
日
は
日
曜
日
で
は
な
く
、

月
曜
日
で
あ
る
か
ら
、
こ
Σ
に
も
曜
日
の
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
か
う
し
た
様
々
な

角
度
か
ら
見
て
、
こ
の
「
三
月
十
五
日
」
の
手
紙
が
、
ベ
ル
リ
ン
到
着
後
と
す
れ

ば
、
　
「
電
燈
ハ
殆
ド
ナ
ク
暗
黒
ノ
町
云
々
」
は
、
ベ
ル
リ
ン
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

七
　
ホ
テ
ル

　
石
原
が
ベ
ル
リ
ン
に
つ
い
た
の
は
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）
三
月
十
七

日
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
一
月
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
ド
イ
ツ
の
賠
償
金
支
払
が
、
は

か
ば
か
し
く
な
い
と
の
口
実
の
も
と
に
、
ル
ー
ル
地
方
を
占
領
し
た
。
ド
イ
ツ
は

こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
態
度
に
反
評
し
、
い
は
ゆ
る
「
消
極
的
抵
抗
」
（
自
霞
。
霧
ω
一
く
①

≦
己
嘆
ω
S
口
α
）
を
行
っ
た
。
労
働
者
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
る
。
ル
ー
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ル
は
ド
イ
ツ
工
業
の
中
心
地
で
あ
り
、
石
炭
採
掘
量
、
お
よ
び
、
鉄
鋼
生
産
は
、

全
ド
イ
ツ
の
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
強
を
、
こ
の
地
が
ま
か
な
っ
て
み
た
が
、
そ
れ
が

完
全
に
停
止
し
た
。
ド
イ
ツ
経
済
は
破
綻
し
、
こ
Σ
か
ら
史
上
有
名
な
ド
イ
ツ
の

イ
ン
フ
レ
が
は
じ
ま
る
。
し
か
し
、
石
原
が
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
た
時
点
（
三
月
）

で
は
、
イ
ン
フ
レ
は
ま
だ
、
お
だ
や
か
で
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
が
加
速
す
る
の
は
、

八
月
に
入
っ
て
か
ら
で
、
そ
の
経
過
も
追
々
見
て
行
き
た
い
。

　
石
原
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、
三
月
ご
ろ
の
一
万
マ
ル
ク
は
、
日
本
の
約
一
円
強
に

相
当
す
る
（
三
月
二
十
四
日
）
。
『
値
段
の
く
明
治
・
大
正
・
昭
和
V
風
俗
史
』
上

（
週
刊
朝
日
編
）
に
よ
れ
ば
、
大
正
十
年
の
日
本
酒
（
一
升
）
の
上
等
酒
が
二
円

五
十
銭
、
中
等
酒
が
一
円
七
十
銭
、
並
等
酒
で
一
円
二
十
銭
と
あ
る
か
ら
、
当
時

の
一
円
が
ど
の
程
度
の
価
値
で
あ
っ
た
か
、
一
応
、
計
算
出
来
な
い
で
は
な
い
。

　
石
原
が
、
ベ
ル
リ
ン
で
泊
っ
た
ホ
テ
ル
は
、
　
コ
聞
流
」
な
さ
う
で
あ
る
が
、
部

屋
の
様
子
が
手
紙
に
書
か
れ
て
み
る
。

八
畳
尊
位
二
寝
台
（
余
り
美
事
ナ
ラ
ズ
）
一
ケ
、
　
「
ソ
フ
ァ
」
一
ケ
、
机
一
、

衣
裳
戸
棚
一
、
枕
机
一
、
　
（
此
上
二
電
燈
ア
リ
、
床
上
ニ
テ
読
書
シ
得
、
抽

出
ノ
中
ニ
ハ
小
便
壺
ア
リ
、
コ
レ
ハ
欧
州
至
ル
所
ノ
風
習
ナ
リ
）
。
次
辛
目

化
粧
室
ニ
テ
便
所
浴
槽
ア
リ
。
入
浴
勝
手
。
病
気
モ
治
り
シ
故
、
毎
日
数
回

入
浴
セ
ン
。
　
（
入
浴
シ
テ
モ
セ
ザ
ル
モ
部
屋
代
同
一
ナ
レ
バ
病
中
ノ
ウ
覇
道

セ
モ
セ
ザ
レ
バ
損
也
）
。
湯
治
二
来
タ
考
ニ
テ
。
　
（
三
月
二
十
四
日
）

　
こ
れ
で
部
屋
代
は
、
一
日
目
一
盈
虚
〇
〇
〇
マ
ル
ク
、
そ
れ
に
外
国
人
税
五
〇

パ
ー
セ
ン
ト
が
加
算
さ
れ
る
。

　
石
原
の
夫
人
へ
の
手
紙
に
は
、
石
原
の
人
柄
が
あ
ら
は
れ
て
み
て
、
私
た
ち
の

興
味
を
ひ
く
の
で
あ
る
が
、
次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
ま
た
、
い
か
に
も
石
原
ら
し
い
。

大
使
館
付
武
官
香
椎
大
佐
田
夫
人
出
迎
ノ
為
数
日
前
ヨ
リ
仏
国
二
赴
ク
。
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヅ

日
其
空
巣
ヲ
狙
ヒ
、
日
本
食
ニ
ア
リ
ツ
ク
コ
ト
ト
ス
。
先
新
夫
人
ノ
為
メ
ノ

室
内
ヲ
内
シ
ョ
デ
一
見
二
二
ビ
、
後
ハ
女
中
ヲ
オ
ダ
テ
テ
す
き
焼
ヲ
ナ
ス
。

鱈
腹
詰
自
答
ミ
費
用
ヲ
計
算
ス
レ
バ
一
人
前
七
十
銭
也
。
伯
林
モ
案
外
物
価

ハ
安
シ
。
　
（
三
月
二
十
七
日
）

　
一
読
滑
稽
の
感
が
あ
る
の
は
、
そ
の
表
現
に
由
る
。
　
「
そ
の
留
守
に
」
で
も
よ

い
所
を
、
　
「
其
空
巣
を
狙
ヒ
」
と
し
、
上
官
の
夫
人
の
私
室
を
、
　
「
内
シ
ョ
デ
一

見
二
流
」
ん
で
み
る
。
こ
の
云
ひ
方
で
、
憎
め
な
い
・
い
た
づ
ら
ッ
子
の
…
様
子
と

な
る
。
書
き
様
で
は
、
陰
湿
な
行
動
に
も
な
ゆ
か
ね
な
い
。
そ
の
後
、
女
中
に

「
命
じ
て
」
で
は
な
く
、
　
「
オ
ダ
テ
テ
」
、
す
き
焼
を
作
ら
せ
v
　
「
そ
れ
を
食
べ

た
」
で
い
玉
の
に
、
　
「
鱈
腹
詰
メ
込
」
ん
だ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

　
こ
の
時
、
香
椎
の
階
級
は
大
佐
、
石
原
は
大
尉
で
あ
る
。
三
階
級
も
上
の
香
椎

に
対
し
て
、
石
原
は
、
ま
る
で
友
人
の
や
う
に
接
し
て
み
る
。
日
本
は
、
タ
テ
社

会
で
あ
る
な
ど
と
云
は
れ
て
、
ス
テ
レ
オ
・
タ
イ
プ
的
に
、
さ
う
し
た
発
言
も
あ

る
や
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
に
か
く
、
軍
隊
は
、
思
ひ
の
ほ
か
、
寛
大
が
支
配

し
て
み
た
。
と
く
に
、
陸
大
出
身
者
は
、
将
来
が
約
束
さ
れ
た
や
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
、
上
司
に
へ
っ
ら
ふ
必
要
が
な
か
っ
た
。
よ
く
云
へ
ば
、
自
由
な
発
言
、

行
動
が
許
さ
れ
た
面
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
う
で
な
か
っ
た
ら
、
石
原
は
経
歴

の
途
中
で
軍
法
会
議
に
か
け
ら
れ
、
以
後
の
人
生
は
全
く
違
っ
た
も
の
と
な
っ
て

み
た
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
香
椎
大
佐
夫
人
は
、
石
原
の
手
紙
に
も
う
一
ど
登
場
す
る
。

香
椎
大
佐
夫
人
ハ
ド
ウ
ヤ
ラ
少
々
足
リ
サ
ウ
ナ
キ
女
。
青
女
が
色
々
熱
心
二

宗
教
二
関
ス
ル
質
問
ヲ
ナ
ス
。
返
答
ニ
コ
マ
ル
コ
ト
多
カ
リ
キ
。
質
問
が
少
々

一49一



脱
線
気
味
ノ
事
ノ
ミ
ナ
ル
為
二
。
　
（
十
月
三
十
一
日
）

　
た
し
か
に
、
愚
問
か
ら
名
答
は
生
れ
な
い
。
宗
教
に
つ
い
て
、
い
ろ
一
質
問

さ
れ
、
石
原
は
答
に
窮
し
、
そ
れ
を
問
ひ
が
的
は
つ
れ
の
せ
る
に
し
て
る
る
が
、

は
た
し
て
、
さ
う
だ
っ
た
の
か
、
ど
う
か
。
案
外
、
素
朴
な
質
問
が
、
宗
教
の
本

質
を
つ
い
て
み
た
か
も
し
れ
ず
、
こ
れ
は
そ
れ
に
う
ま
く
答
へ
ら
れ
な
か
っ
た
石

原
の
照
れ
か
く
し
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
石
原
は
他
人
の
奥
さ
ん
の
店
お
ろ
し
ば
か
り
し
て
み
る
の
で
は
な
い
。
同
じ
手

紙
（
十
月
三
十
一
日
）
に
、
　
「
坂
西
君
ノ
奥
方
ハ
大
二
怜
倒
ノ
人
ナ
ル
モ
」
と
書

い
て
み
る
。
　
「
坂
西
君
」
と
は
、
武
官
補
佐
官
の
坂
西
一
良
大
尉
で
あ
る
。

八
　
妻
の
手
紙

　
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
て
十
日
た
つ
の
に
、
夫
人
か
ら
の
手
紙
は
、
ま
だ
と
黛
か

な
い
。
・

　
石
原
は
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
の
旅
行
中
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
と
云
へ
る
ほ
ど
、

日
記
の
や
う
に
身
辺
の
出
来
事
を
手
紙
に
書
い
て
、
妻
へ
送
っ
て
み
る
。
石
原
が

ベ
ル
リ
ン
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
楽
し
み
に
し
て
る
た
の
は
、
妻
か
ら
の
手
紙
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
ま
だ
一
通
も
来
な
い
。
四
月
十
七
日
、
た
う
と
う
腹
に
す
ゑ

か
ね
た
の
か
、
石
原
に
は
め
つ
ち
し
く
、
感
情
の
爆
発
が
み
ら
れ
る
。

　
」
体
に
、
外
で
の
石
原
は
、
お
だ
や
か
な
人
物
で
は
な
い
。
人
前
で
、
感
情
を

お
さ
へ
る
こ
と
も
少
な
い
。
軍
隊
で
は
、
副
官
に
、
し
ば
一
び
ん
た
を
喰
ら
は

せ
た
。
し
か
し
、
家
庭
で
、
怒
鳴
つ
た
り
す
る
こ
と
は
、
絶
え
て
な
か
っ
た
と
い

ふ
（
選
集
9
、
二
九
九
頁
）
。
そ
の
石
原
が
、
こ
二
（
四
月
十
七
日
）
で
は
、
我

慢
し
切
れ
な
く
な
っ
て
み
る
。

吉
凶
共
二
全
ク
カ
ク
ス
コ
ト
ナ
ク
報
告
急
ヲ
要
入
。
然
う
ザ
レ
バ
事
好
意
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ハ
ミ

出
ヅ
ル
ニ
セ
ヨ
不
忠
実
ノ
極
ト
イ
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

若
シ
不
吉
ノ
事
ヲ
カ
ク
ス
位
ナ
ラ
バ
、
全
然
二
年
半
通
信
ヲ
断
念
シ
、
カ
ク

定
ム
レ
バ
、
小
生
ニ
ト
リ
テ
ハ
何
等
ノ
苦
痛
ニ
ア
ラ
ズ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ソ
ゲ

「
自
己
中
心
ノ
考
ヲ
去
り
テ
、
真
二
本
化
ノ
信
二
入
レ
」

　
南
無
妙
法
蓮
華
経

　
錦
子
夫
人
か
ら
の
手
紙
が
、
石
原
の
手
に
漸
く
と
置
い
た
の
は
、
四
月
二
十
日
。

し
か
し
、
こ
れ
以
後
も
、
夫
人
か
ら
の
手
紙
は
、
あ
ま
り
来
な
い
。

　
こ
れ
よ
り
少
し
先
の
話
に
な
る
が
、
六
月
七
日
の
手
紙
に
は
、
　
「
多
忙
ナ
レ
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
タ

葉
書
ニ
テ
モ
ヨ
キ
ヲ
以
テ
通
信
ハ
断
ザ
ル
ヲ
希
望
ス
」
と
云
ひ
、
九
月
に
関
東
大

震
災
が
お
こ
っ
た
時
に
も
、
石
原
の
ま
は
り
の
日
本
人
に
は
、
本
国
の
家
族
か
ら

続
々
と
手
紙
で
様
子
を
し
ら
せ
て
来
る
の
に
、
こ
の
時
も
、
石
原
に
だ
け
は
、
何

の
便
り
も
と
y
か
な
い
。
石
原
の
留
守
宅
は
東
京
市
外
世
田
谷
で
あ
る
か
ら
、
心

配
だ
つ
た
の
で
あ
る
。

小
生
が
未
だ
地
震
後
一
信
モ
得
ザ
ル
コ
ト
ニ
就
キ
、
一
同
非
常
二
同
情
ヲ
寄

ス
。
今
日
モ
殆
ド
全
部
ノ
人
、
日
本
ヨ
リ
通
信
ヲ
得
タ
ル
日
也
ト
イ
フ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
月
十
日
）

　
関
東
大
震
災
は
九
月
一
日
、
石
原
が
そ
れ
に
つ
い
て
の
夫
人
か
ら
の
手
紙
を
受

け
取
っ
た
の
は
、
震
災
後
、
実
に
三
ケ
月
後
で
あ
っ
た
。

　
十
一
月
三
十
日
、
や
っ
と
夫
人
か
ら
の
来
信
に
接
し
、
石
原
は
早
速
そ
の
文
を

引
用
し
な
が
ら
、
次
の
や
う
な
返
事
を
書
く
。
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「
地
震
後
モ
通
信
ガ
キ
ク
様
ニ
ナ
ツ
タ
ラ
、
マ
ト
メ
テ
差
出
サ
ウ
ト
思
ツ
テ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

時
二
書
キ
留
メ
テ
置
イ
タ
モ
ノ
モ
ア
リ
マ
シ
タ
が
其
ナ
カ
ノ
要
点
ヲ
ツ
マ
ソ
デ
」

云
々
。
折
角
書
キ
ト
メ
テ
ク
レ
タ
ノ
ヲ
、
何
故
口
塞
盤
送
ツ
テ
ク
レ
ナ
イ
モ

ノ
カ
小
生
ニ
ハ
、
一
向
合
点
行
ザ
ル
也
。
鉛
筆
ノ
走
り
書
ノ
二
二
、
尤
モ
ヨ

ク
其
時
ノ
心
持
チ
ガ
ア
ラ
ハ
レ
ル
事
ト
思
フ
。
…
…
折
角
書
イ
タ
ノ
ヲ
ッ
マ

ソ
デ
、
要
点
ノ
ミ
ト
ス
ル
必
要
が
何
処
ニ
ア
リ
マ
セ
ウ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
月
三
十
日
）

　
石
原
は
、
　
「
走
り
書
キ
ノ
間
二
、
尤
モ
ヨ
ク
其
ノ
心
持
チ
」
が
出
る
こ
と
を
知

っ
て
み
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
日
記
の
や
う
な
手
紙
を
書
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
エ
の

後
で
整
理
さ
れ
た
文
章
は
、
調
っ
て
は
み
て
も
、
そ
こ
に
は
、
こ
ち
ら
に
訴
へ
か

け
て
来
る
力
が
不
足
し
て
み
る
。
荷
風
の
『
断
腸
亭
日
乗
』
が
、
さ
う
で
あ
り
、

鴎
外
の
『
独
逸
日
記
』
に
も
、
同
じ
や
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
石
原
書
簡
の
魅

力
は
、
推
敲
を
経
て
み
な
い
、
走
り
書
き
に
こ
そ
あ
る
。
十
一
月
三
十
日
の
手
紙

は
、
ま
だ
つ
父
く
。

「
永
イ
千
重
無
沙
汰
シ
テ
ホ
ソ
タ
ウ
ニ
申
訳
ナ
イ
。
…
…
私
ノ
不
忠
実
サ
」

…
：
カ
ク
ノ
如
く
書
カ
レ
タ
コ
ト
追
口
以
来
幾
度
ナ
リ
ヤ
。

　
大
正
九
年
五
月
、
石
原
は
そ
れ
ま
で
の
教
育
総
監
部
か
ら
、
女
口
の
中
支
那
派

遣
隊
司
令
部
付
を
命
じ
ら
れ
た
。
漢
口
は
、
揚
子
江
中
流
に
臨
む
沿
岸
都
市
。
直

属
の
上
司
は
、
板
垣
征
四
郎
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
、
満
洲
事
変
の
立
案
、
実
行
の

中
心
と
さ
れ
る
板
垣
・
石
原
の
結
び
つ
き
は
、
こ
の
逃
口
か
ら
は
じ
ま
る
。
こ
玉

で
の
石
原
の
仕
事
は
「
特
殊
諜
報
任
務
」
で
、
　
「
変
装
し
て
い
ろ
い
ろ
な
地
域
に

潜
入
し
情
報
を
集
め
る
」
の
で
あ
る
（
青
江
舜
二
郎
『
石
原
莞
爾
』
、
中
公
文
庫
、

八
七
頁
）
。
こ
の
勤
務
中
に
も
、
石
原
ら
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
い
く
つ
か
残
さ

れ
て
み
る
。
例
へ
ば
、
怪
し
ま
れ
て
身
体
検
査
さ
れ
る
段
に
な
る
と
、
自
分
か
ら

素
ッ
裸
に
な
っ
て
、
検
査
員
を
驚
か
せ
、
靴
の
中
の
密
書
を
救
っ
た
こ
と
な
ど

（
藤
本
下
之
『
石
原
莞
爾
』
、
時
事
通
信
、
七
七
頁
）
。

　
石
原
は
、
丁
重
に
大
正
九
年
五
月
か
ら
大
正
十
年
一
月
ま
で
つ
と
め
て
み
る
。

そ
の
間
、
新
婚
間
も
な
い
東
京
の
妻
に
、
せ
っ
せ
と
手
紙
を
書
い
た
の
で
あ
る
。

　
石
原
は
ド
イ
ツ
留
学
中
に
、
漢
口
か
ら
と
同
様
に
、
多
数
の
手
紙
を
鎌
子
夫
人

へ
送
っ
た
に
も
拘
ず
、
あ
の
新
婚
時
代
と
比
べ
る
と
、
最
近
は
、
　
「
さ
っ
ぱ
り
」

で
は
な
い
か
と
、
非
難
さ
れ
た
や
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
石
原
は
、
　
「
何
時

そ
や
漢
口
時
代
に
比
し
、
余
り
に
さ
つ
ば
ゆ
と
の
御
話
し
あ
り
し
も
、
御
互
に
十

分
理
解
出
来
ざ
り
し
時
代
と
異
な
り
今
は
、
　
『
火
の
用
心
、
お
せ
ん
泣
か
す
な
、

馬
肥
せ
』
の
中
に
凡
て
を
味
ひ
得
る
も
の
と
私
は
考
へ
て
居
ま
す
」
　
（
大
正
十
三

年
九
月
十
二
日
）
と
答
へ
て
る
る
が
、
夫
人
は
夫
を
な
じ
る
ば
か
り
で
、
自
分
は

一
向
に
手
紙
を
書
か
な
い
。
お
そ
ら
く
、
書
け
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

「
御
淋
シ
イ
御
心
ヲ
思
フ
テ
一
人
熱
イ
ー
ナ
ミ
ダ
ニ
ヒ
タ
リ
ナ
ガ
ラ
一
日

差
ト
延
ビ
レ
バ
延
ビ
ル
程
、
マ
ス
ー
罪
ヲ
深
ク
ス
ル
事
ト
ハ
万
々
承
知

モ
シ
、
ソ
レ
故
二
自
分
自
ラ
モ
ー
方
ナ
ラ
ヌ
苦
シ
ミ
ヲ
感
ジ
ナ
ガ
ラ
モ
…
…

心
ナ
ラ
ズ
モ
永
々
ノ
御
無
沙
汰
」
云
々
。

再
三
申
述
べ
タ
如
ク
、
決
シ
テ
悪
心
ラ
イ
フ
考
デ
ハ
ナ
イ
ガ
、
ヨ
ク
ー
冷

静
二
此
考
ヲ
分
解
シ
テ
見
タ
マ
へ
。
自
讃
一
二
種
ノ
精
神
病
ト
申
サ
ネ
バ
ナ

リ
マ
セ
ヌ
。
夜
モ
ネ
ラ
レ
ズ
ニ
心
配
シ
テ
居
ル
位
ナ
ラ
、
何
故
二
決
然
起
ツ

テ
「
無
事
」
ト
ニ
面
壁
デ
モ
鉛
筆
ノ
走
り
書
キ
が
出
来
ナ
イ
ノ
デ
ス
カ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
月
三
十
日
）
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石
原
は
夫
人
の
こ
の
や
う
な
状
態
を
、
単
な
る
筆
不
精
で
は
な
く
、
　
コ
種
ノ

精
神
病
」
と
し
て
み
る
。
　
「
大
英
断
ヲ
以
テ
此
点
ヲ
根
本
療
治
」
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
さ
う
す
れ
ば
、
　
「
ヤ
ラ
ウ
ー
ト
思
ヒ
ナ
ガ
ラ
出
来
ナ
カ
ツ
タ
過
去
数
年

ノ
問
題
」
は
解
決
す
る
で
あ
ら
う
、
と
石
原
は
云
ふ
。
し
か
し
、
こ
の
病
気
は
、

何
も
錦
子
夫
人
だ
け
が
患
っ
て
み
る
の
で
は
な
い
。
石
原
自
身
が
、
陸
大
の
学
生

時
代
か
ら
、
こ
の
病
気
に
罹
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
石
原
は
次
の
や
う

に
、
妻
を
な
ぐ
さ
め
る
。

決
シ
テ
錦
子
君
ヲ
責
ム
ル
ニ
ア
ラ
ズ
。
小
生
同
病
ナ
リ
。

神
ヨ
リ
特
二
字
注
意
申
上
グ
。
　
（
十
一
月
三
十
日
）

同
病
相
田
ム
ノ
精

　
こ
れ
は
、
石
原
の
騎
士
道
精
神
と
で
も
云
へ
ば
よ
い
の
か
。
当
時
の
日
本
の
家

庭
で
は
、
夫
が
妻
に
対
し
て
、
上
流
家
庭
で
は
少
な
か
っ
た
に
も
せ
よ
、
や
Σ
も

す
る
と
横
柄
な
口
の
き
x
や
う
を
し
た
場
合
も
多
か
っ
た
の
と
比
べ
れ
ば
、
雲
泥

の
差
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
病
気
は
、
石
原
夫
妻
だ
け
が
病
ん
で
み
る
の
で
は
な
い
。

「
此
の
病
気
ハ
小
生
等
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
正
シ
ク
時
代
病
也
。
世
界
ヲ
挙
テ
今
や
神

経
衰
弱
二
五
シ
ミ
ツ
ツ
ア
ル
也
」
と
書
い
て
石
原
は
こ
の
手
紙
を
し
め
く
玉
っ
て

み
る
。

　
石
原
が
、
か
う
い
ふ
風
に
書
く
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の
背
景
が
あ
っ
た
。
漱
石

の
『
彼
岸
過
迄
』
の
中
の
「
停
留
所
」
（
十
四
）
に
、
　
コ
種
の
神
経
病
に
罹
っ

て
み
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
」
と
あ
り
、
新
版
の
漱
石
全
集
（
平
成
六
年
、
岩
波
）

で
は
、
そ
の
箇
所
に
注
し
て
、
　
「
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
　
〈
神
経
病
〉
の

用
例
は
多
い
」
と
あ
る
。
広
津
和
郎
の
小
説
『
神
経
病
時
代
』
　
（
大
正
六
年
）
は
、

そ
の
や
う
な
用
例
の
一
つ
の
頂
点
を
示
し
て
み
る
と
も
説
明
し
て
み
る
。

　
石
原
は
「
精
神
病
」
ま
た
は
「
神
経
衰
弱
」
で
あ
り
、
こ
鼠
で
は
「
神
経
病
」

と
、
用
語
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
が
、
指
し
て
み
る
内
容
は
、
ほ
父
同
じ
で
あ

る
。
石
原
が
「
時
代
病
」
と
云
ふ
理
由
が
、
こ
Σ
に
あ
る
。

九
　
ド
イ
ツ
語

　
石
原
は
あ
ま
り
ド
イ
ツ
語
が
出
来
な
か
っ
た
と
云
は
れ
て
る
る
。
石
原
自
身
が
、

「
士
官
学
校
以
来
全
く
放
榔
し
て
あ
り
し
独
乙
語
冨
及
2
Φ
貯
以
外
全
く
不

通
に
て
閉
口
致
し
居
り
候
」
（
里
見
岸
雄
宛
、
、
大
正
十
二
年
三
月
二
十
四
日
）
と

云
ひ
ベ
ル
リ
ン
時
代
の
石
原
と
頻
繁
に
行
き
来
し
た
里
見
も
、
石
原
は
「
外
国
語

ハ
マ
こ

に
は
余
り
得
意
で
な
」
く
、
特
に
「
会
話
は
実
用
を
足
す
程
度
で
、
決
し
て
上
手

に
流
暢
に
な
ど
話
す
こ
と
は
出
来
」
な
か
っ
た
と
書
い
て
み
る
（
里
見
岸
雄
「
伯

林
時
代
の
石
原
莞
爾
」
1
『
石
原
莞
爾
研
究
』
第
一
集
、
十
二
頁
）
。

　
し
か
し
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
石
原
の
手
紙
を
読
む
と
、
石
原
の
ド
イ
ツ
語
能
力
は
、

会
話
も
ふ
く
め
て
、
可
成
り
の
も
の
だ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
石
原
は
、
ま
つ
ホ
テ

ル
の
女
中
を
つ
か
ま
へ
て
、
ド
イ
ツ
語
会
話
の
練
習
を
は
じ
め
る
。

独
乙
語
ハ
今
日
尚
殆
ド
不
通
、
今
日
ハ
友
人
ト
共
一
二
人
ノ
女
中
ヲ
捕
ヘ
テ

種
々
語
ツ
テ
見
ル
。
彼
等
ノ
無
学
驚
ク
外
ナ
シ
。
大
二
日
本
ヲ
吹
ク
。
コ
ン

ナ
手
合
二
対
シ
テ
ハ
横
柄
ニ
ヤ
ル
セ
ヰ
カ
少
々
通
ズ
ル
モ
ヲ
カ
シ
。
…
…
毎

日
外
国
語
ノ
先
生
二
三
ク
予
定
也
。
然
シ
帰
朝
迄
遂
二
物
ニ
ナ
ラ
ザ
ル
ベ
キ

コ
ト
ハ
確
実
ト
見
ユ
。
　
（
三
月
二
十
九
日
）

　
次
も
、
同
様
に
ホ
テ
ル
の
女
従
業
員
と
の
会
話
で
あ
る
が
、

的
で
あ
る
。
こ
の
日
は
、
復
活
祭
の
月
曜
日
。

よ
り
一
そ
う
具
体
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ホ
テ
ル
ノ
使
用
人
モ
殆
ド
全
部
休
ミ
ヲ
モ
ラ
ヒ
シ
モ
ノ
ノ
如
ク
、
広
キ
此
ホ

テ
ル
（
七
十
位
ノ
部
屋
ア
ル
ベ
シ
）
二
一
人
ノ
女
中
居
ル
ノ
ミ
。
庶
女
徹
底

的
無
神
論
者
ニ
テ
中
々
面
白
シ
。
例
ニ
ヨ
リ
独
乙
語
ノ
稽
古
ヲ
ナ
ス
。

「
何
故
二
外
出
セ
ザ
ル
ヤ
、
今
日
ハ
祭
日
ナ
ラ
ズ
ヤ
」

「
然
リ
然
リ
、
当
番
二
当
リ
シ
ヲ
以
テ
留
守
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」

「
親
方
ノ
命
令
ニ
テ
当
番
ス
ル
ナ
ラ
ソ
モ
、
神
ノ
命
令
ハ
、
親
方
ノ
命
令
以

上
ナ
ラ
ズ
ヤ
。
今
日
ハ
神
休
業
ヲ
命
ズ
ル
日
ナ
ル
ベ
シ
」

「
親
方
ノ
命
令
二
服
セ
ザ
レ
バ
、
忽
チ
免
職
ト
ナ
ル
、
而
モ
神
南
我
等
二
一

片
ノ
パ
ソ
ス
ラ
与
フ
ル
能
ハ
ズ
」

「
神
ノ
命
令
ニ
ヨ
リ
飢
ユ
ル
ハ
人
類
ノ
光
栄
ト
ス
ル
所
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
」

「
う
そ
つ
き
二
巧
ナ
ル
神
ノ
為
、
飢
二
甘
ズ
ル
程
愚
鈍
ニ
ア
ラ
ズ
」

彼
女
日
ク
、
う
そ
つ
き
共
ハ
、
今
尚
神
ヲ
ロ
ニ
ス
ル
モ
、
真
面
目
ナ
ル
独
乙

人
ニ
テ
神
ヲ
信
ズ
ル
モ
ノ
ナ
シ
ト
。
…
…
真
二
独
乙
民
族
ノ
不
信
ニ
ハ
驚
カ

ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
　
（
四
月
二
日
置

　
石
原
の
手
紙
は
、
石
原
の
生
活
や
考
へ
、
そ
の
時
々
の
気
持
ち
を
生
き
一
と

伝
へ
て
る
る
と
同
時
に
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
世
相
を
も
、
よ
く
描
き
出
し
て
み
る

所
も
あ
っ
て
、
興
味
深
い
。
例
へ
ば
、
こ
玉
に
は
、
敗
戦
後
の
ド
イ
ツ
人
の
不
信

仰
が
語
ら
れ
て
み
る
。
鴎
外
の
『
独
逸
日
記
』
に
は
、
ド
イ
ツ
人
の
あ
る
三
等
軍

医
は
、
　
「
神
を
信
ず
る
こ
と
厚
」
く
、
い
つ
も
鴎
外
を
「
化
外
人
国
①
乙
Φ
」
と

呼
ん
で
み
た
と
書
い
て
み
る
（
明
治
十
九
年
二
月
二
十
七
日
）
。
こ
の
軍
医
と
先

の
女
中
と
を
比
べ
て
、
ド
イ
ツ
人
も
変
れ
ば
変
る
も
の
と
の
感
を
も
つ
が
、
こ
れ

が
戦
争
に
負
け
る
と
い
ふ
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
石
原
の
同
じ
日
の
手
紙
に
は
、
や
は
り
ホ
テ
ル
の
女
中
が
、
　
「
共
産
主
義
ヲ
讃

美
ス
ル
コ
ト
頗
ル
熱
心
ニ
テ
、
時
二
顔
色
ヲ
カ
ユ
。
露
西
亜
二
憧
憬
シ
ア
ル
モ
ノ

ノ
如
シ
」
と
あ
る
。

　
ド
イ
ツ
で
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
生
活
苦
の
中
か
ら
、
ナ
チ
ス
が
生
れ
た
が
、

こ
れ
は
ナ
チ
ス
で
な
く
、
共
産
主
義
で
も
よ
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
ナ
チ
ス
か
、
共

産
主
義
か
。
と
に
か
く
、
ド
イ
ツ
国
民
は
、
一
片
の
パ
ソ
を
求
め
た
。
パ
ン
を
与

へ
て
く
れ
る
「
神
」
に
憧
憬
し
た
。
そ
し
て
、
歴
史
と
し
て
は
、
ナ
チ
ス
が
そ
の

神
と
な
っ
た
。
共
産
主
義
で
な
く
、
ナ
チ
ス
だ
つ
た
の
は
、
単
な
る
偶
然
で
あ
っ

た
と
云
へ
ば
、
歴
史
学
の
常
識
に
反
す
る
。
歴
史
家
は
や
っ
き
と
な
っ
て
、
あ
ら

ゆ
る
歴
史
の
推
移
を
必
然
的
に
説
明
し
よ
う
と
し
て
み
る
が
、
生
物
の
進
化
を
決

定
す
る
大
き
な
要
素
の
一
つ
に
、
　
「
偶
然
」
が
あ
る
と
し
た
学
説
が
あ
る
や
う
に

（
中
立
説
）
、
歴
史
に
お
い
て
も
、
神
様
は
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
み
る
の
だ
。

　
石
原
の
こ
の
手
紙
は
、
ナ
チ
ス
前
夜
の
ド
イ
ツ
の
民
衆
の
意
識
を
よ
く
今
に
伝

へ
て
る
る
が
、
さ
う
云
っ
た
後
で
、
石
原
は
次
の
や
う
な
感
想
を
述
べ
て
み
る
。

毛
唐
ノ
資
本
家
ノ
横
暴
ハ
中
々
日
本
ド
コ
ロ
ノ
孟
子
ニ
ア
ラ
ズ
。
…
…
三
二

角
社
会
不
安
ハ
中
々
大
ナ
ル
モ
ノ
ト
考
ヘ
ラ
ル
。
根
本
的
救
済
ノ
方
法
立
タ

ズ
ソ
バ
西
洋
文
化
ノ
前
途
モ
中
々
容
易
ノ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヅ

考
ヘ
レ
バ
考
フ
ル
程
、
日
本
ニ
ハ
尊
キ
モ
ノ
ア
リ
。
西
洋
二
来
ル
人
々
ハ
先

日
本
二
丈
キ
十
分
ノ
研
究
ヲ
ナ
シ
来
ル
ヲ
要
ス
ル
ハ
勿
論
、
特
二
尤
モ
公
平

ナ
頭
ヲ
以
テ
、
冷
静
二
号
外
二
対
照
研
究
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
ド
ウ
モ
西
洋

カ
ブ
レ
ノ
多
キ
ニ
ハ
恐
レ
入
ル
次
第
也
。
　
（
四
月
二
日
）

　
西
洋
に
行
っ
て
、
西
洋
か
ぶ
れ
に
な
ら
な
か
っ
た
代
表
は
、
森
鴎
外
と
夏
目
漱

石
。　

石
原
は
こ
の
や
う
に
、
ホ
テ
ル
の
女
中
相
手
に
、
た
父
漫
然
と
ド
イ
ツ
語
の
練

習
を
い
つ
ま
で
も
つ
父
け
た
の
で
は
な
い
。
　
「
早
ク
少
々
語
学
二
達
者
ト
ナ
リ
、
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各
方
面
ノ
思
想
ニ
フ
レ
タ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
　
（
四
月
二
日
）
と
考
へ
、
も
う
少
し
組

織
的
に
、
ド
イ
ツ
語
の
勉
強
に
励
ん
で
み
る
。
四
月
五
日
の
手
紙
に
は
、
起
床
か

ら
就
寝
ま
で
の
一
日
の
細
か
い
時
間
表
を
載
せ
て
み
る
が
、
そ
れ
で
見
る
と
、
午

前
二
時
間
、
午
後
三
時
間
半
の
勉
強
と
は
別
に
、
午
前
十
時
よ
り
十
一
時
半
ま
で

の
一
時
間
半
を
、
　
「
独
乙
語
ノ
研
究
（
語
学
ノ
先
生
ニ
ツ
キ
）
」
に
当
て
エ
み
る
。

こ
の
予
定
表
は
、
下
宿
先
の
都
合
か
ら
、
実
際
に
は
少
し
変
更
さ
れ
る
が
（
四
月

十
五
日
の
手
紙
）
、
石
原
が
一
日
の
時
間
を
ど
の
や
う
に
使
ひ
、
何
に
力
を
そ
x

い
で
る
た
か
父
、
こ
れ
で
分
か
る
。

　
石
原
は
会
話
の
練
習
に
だ
け
熱
心
だ
つ
た
の
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
語
の
本
も
ず

る
分
多
量
に
買
っ
て
み
る
。

糊
し
た
。
大
使
館
武
官
補
佐
官
の
坂
西
一
良
が
、
ド
イ
ツ
語
を
習
っ
て
み
た
大
尉

未
亡
人
に
、
下
宿
探
し
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
自
分
の
母
親
の
家
で
は
ど
う
か
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
早
速
、
見
に
行
く
と
、
家
主
は
、
　
「
六
十
余
リ
ノ
上
品
ナ
ル
老

婆
」
で
あ
っ
た
。
平
な
こ
と
に
、
こ
の
老
婆
の
話
す
言
葉
が
、
　
「
頗
ル
明
瞭
」
で

あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
で
買
物
に
も
困
っ
た
石
原
に
も
、
相
当
理
解
出
来
る
や
う
で
あ

っ
た
。
石
原
が
ベ
ル
リ
ン
で
ま
ご
つ
い
た
の
は
、
多
分
、
ベ
ル
リ
ン
方
言
に
悩
ま

さ
れ
た
エ
め
で
、
こ
の
家
主
の
ド
イ
ツ
語
は
、
石
原
が
習
っ
た
標
準
語
に
よ
り
近

か
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
と
に
か
く
、
石
原
は
こ
エ
に
決
め
て
、
四
月
九
日
に
入

居
し
た
。
住
所
は
、
　
℃
o
富
畠
旨
切
貯
犀
①
霧
『
　
で
、
家
主
の
名
前
は
、

聞
冨
仁
く
O
鵠
U
評
》
弓
爵
で
あ
る
。

本
屋
二
至
リ
、
一
抱
ヘ
モ
ア
ル
位
ノ
本
ヲ
求
ム
。
…
…
然
シ
本
ノ
安
キ
ニ
ハ

驚
ク
、
コ
レ
ニ
テ
既
二
半
年
以
上
一
年
分
ノ
勉
強
材
料
ハ
整
ピ
タ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
月
二
十
八
日
）

　　一一

帰
途
例
ニ
ヨ
リ
本
屋
二
立
寄
リ
、
一
抱
ヘ
ノ
本
ヲ
求
ム
。
モ
ウ
既
に
百
円
以

上
モ
買
求
メ
一
荷
物
ト
ナ
レ
リ
。
一
時
間
辛
ジ
テ
数
頁
ヲ
読
ム
小
生
、
一
生

カ
カ
ル
モ
読
ミ
切
レ
ザ
ル
位
ノ
分
量
ナ
ル
ベ
シ
。
　
（
四
月
五
日
）

　
大
正
十
二
年
の
百
円
は
、
一
体
、
ど
の
位
に
評
価
す
れ
ば
い
玉
の
か
。
銀
行
員

の
初
任
給
が
、
大
学
卒
業
で
、
五
十
円
～
七
十
円
だ
つ
た
と
い
ふ
か
ら
（
『
値
段

の
〈
明
治
・
大
正
・
昭
和
〉
風
俗
史
』
上
）
、
こ
れ
を
参
考
に
、
凡
そ
の
見
当
が

つ
く
。

　
石
原
は
ベ
ル
リ
ン
到
着
以
来
、
ず
っ
と
ホ
テ
ル
暮
し
で
あ
っ
た
が
、
ベ
ル
リ
ン

よ
り
は
、
も
う
少
し
閑
静
な
田
舎
に
住
み
た
い
と
思
ひ
、
郊
外
の
ポ
ツ
ダ
ム
を
希


